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7市民参加事業

H28.10.23�　市民フォーラム

H29.6.3� 　事業紹介展示

H29.10.21�　公開ワークショップ
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市民フォーラム（平成２８年１０月２３日開催）報告 

＜実施概要＞ 

 

＜講演のポイント＞ 

❶ 税金で設置する公共劇場は、文化芸術と社会課題を対応させた取組を行う必要がある 

alaの大きな特徴は、劇場を社会包摂拠点として捉え、文化芸術活動を通じて地域の人々をケアしている点

である。例えば、福祉連合会と連携し、子連れの家族を集めて親子同士や参加者同士の絆を深める演劇ワー

クショップなどを行っている。税金で設置する公共施設は、単に主催事業を実施していれば良いわけではな

く、劇場が担うべき社会的責任を果たさなければならない。	

 

❷ 常識を打ち破ることで、文化芸術から縁遠い市民もリピーターへと転換できる 

市民にとって劇場は何ができるかを常に考え、その実践のためには既存の常識に縛られてはならない。例えば、

alaではチケット割引においても独自の改革を行っており、DAN-DANチケットという取組では当日券を半額に

するサービスを行っている。当日であれば悪い席に当たる確率も高くなるので、観客の合理性を考えれば自然

な考えである。既存の常識を打ち破ることで、文化芸術から縁遠い市民も劇場のリピーターへと転換できる。	

 

❸ 市民やまちにとっての価値を追及した取組を徹底的に考え、実践することが重要である 

「あそこは特別だから(自分たちの施設ではできない)」と言われることもある。しかし、alaが特別なこと

をしているわけではなく、徹底して市民やまちにとっての価値を追求した取組を行っているだけである。市

民・まちにとって公共劇場が果たすべき役割を真摯に考え、着実に取組へとつなげる姿勢が重要である。	

告 

＜参加者データ＞	

参	 	加		 者		 数	：約２００名	

アンケート回答者数：	 	 ９５名	

	

	

	

	

	

	

	

自由記述抜粋（市民フォーラムで印象に残っていること）	

	

＜当日の様子＞ 

	

可児市文化創造センターala 

全ての市民に開かれた「公共劇場」

を目指し、社会福祉政策と連携した

取組や積極的なアウトリーチ活動を

通して、社会包摂・地域貢献の拠点

としての劇場を実践する。	

可児市人口	 ：100,664人(Ｈ27.4.1)	

年間来館者数：321,938人(Ｈ27年度)	)

館長兼劇場総監督 

衛 紀生氏 

			えい	きせい	

衛紀生先生の講演を再度拝聴したい（50代男性）。alaを知れて良かった。ぜひ苫小牧でも活かしてほし
い（30代女性）。公共施設の概念が変わったような気がしています（50代男性）。衛館長の話は興味をひ
かれるものが多くあったが、一面性のみを伝えられても困る。積み残している手の回らない物について

もお話しいただけたら良かった（40代男性）。今日の参加者だけで聞くにはもったいない	 もっとたくさ
んの人に聞いてもらいたかった	 目からウロコです	 見方を変えます（70代女性）。 

第１部	 衛氏による講演 第２部	 パネルディスカッション 
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市民フォーラム（平成２８年１０月２３日開催）報告 

＜実施概要＞ 

 

＜講演のポイント＞ 

❶ 税金で設置する公共劇場は、文化芸術と社会課題を対応させた取組を行う必要がある 

alaの大きな特徴は、劇場を社会包摂拠点として捉え、文化芸術活動を通じて地域の人々をケアしている点

である。例えば、福祉連合会と連携し、子連れの家族を集めて親子同士や参加者同士の絆を深める演劇ワー

クショップなどを行っている。税金で設置する公共施設は、単に主催事業を実施していれば良いわけではな

く、劇場が担うべき社会的責任を果たさなければならない。	

 

❷ 常識を打ち破ることで、文化芸術から縁遠い市民もリピーターへと転換できる 

市民にとって劇場は何ができるかを常に考え、その実践のためには既存の常識に縛られてはならない。例えば、

alaではチケット割引においても独自の改革を行っており、DAN-DANチケットという取組では当日券を半額に

するサービスを行っている。当日であれば悪い席に当たる確率も高くなるので、観客の合理性を考えれば自然

な考えである。既存の常識を打ち破ることで、文化芸術から縁遠い市民も劇場のリピーターへと転換できる。	

 

❸ 市民やまちにとっての価値を追及した取組を徹底的に考え、実践することが重要である 

「あそこは特別だから(自分たちの施設ではできない)」と言われることもある。しかし、alaが特別なこと

をしているわけではなく、徹底して市民やまちにとっての価値を追求した取組を行っているだけである。市

民・まちにとって公共劇場が果たすべき役割を真摯に考え、着実に取組へとつなげる姿勢が重要である。	

告 

＜参加者データ＞	

参	 	加		 者		 数	：約２００名	

アンケート回答者数：	 	 ９５名	

	

	

	

	

	

	

	

自由記述抜粋（市民フォーラムで印象に残っていること）	

	

＜当日の様子＞ 

	

可児市文化創造センターala 

全ての市民に開かれた「公共劇場」

を目指し、社会福祉政策と連携した

取組や積極的なアウトリーチ活動を

通して、社会包摂・地域貢献の拠点

としての劇場を実践する。	

可児市人口	 ：100,664人(Ｈ27.4.1)	

年間来館者数：321,938人(Ｈ27年度)	

館長兼劇場総監督 

衛 紀生氏 

			えい	きせい	

衛紀生先生の講演を再度拝聴したい（50代男性）。alaを知れて良かった。ぜひ苫小牧でも活かしてほし
い（30代女性）。公共施設の概念が変わったような気がしています（50代男性）。衛館長の話は興味をひ
かれるものが多くあったが、一面性のみを伝えられても困る。積み残している手の回らない物について

もお話しいただけたら良かった（40代男性）。今日の参加者だけで聞くにはもったいない	 もっとたくさ
んの人に聞いてもらいたかった	 目からウロコです	 見方を変えます（70代女性）。 

第１部	 衛氏による講演 第２部	 パネルディスカッション 

アンケート回答者数アンケート回答者数アンケート回答者

2017年 1月 23日	 資料 1 
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良いと思う

140人，67%

よくわからない

36人，17%

別の場所が良い

29人，14%

その他

1人，1%
無回答

2人，1%

よく利用する

22人，11%

たまに利用する

72人，35%

ほとんど利用しない

113人，54%

無回答

1人，0%

市の考えに対する意見 新しい市民ホールに作ってほしいもの 

egao 14 人 

イオン 5 人 

駅近く 3 人 

駅北口 2 人 

駅直結 1 人 

駅 1 人 

図書館 2 人 

西の方 1 人 

知っている

67人，32%

聞いたことはある

31人，15%

全く知らない

97人，47%

無回答

13人，6%

車

134人，62%
バス

25人，12%

自転車

11人，5%

徒歩

9人，4%

無回答

37人，17%

事業紹介展示（平成２９年６月３日開催）報告 

＜実施概要＞ 

＜事業アイデアへの関心＞ 

	 ワーキンググループ及び検討委員会での議論をもとに作成した６３の事業アイデアについて紹介すると

ともに、来場者の関心の傾向とその理由を把握しました。	

	 事業アイデアは「育てる」「集う」「知る」「関わる」「つなぐ」という５つのコンセプトに分けられ

ますが、関心の高かったアイデアはこのコンセプトの全体に渡っており、特に子どもと大人が共に楽しめ

る事業に関心が集まりました。また、「食」も文化であるという考え方に共感が得られました。	

	

関心の高かった事業アイデアと意見抜粋	

「⼿作り⾷堂in 市⺠プラザ」：134 枚 
地域の⽅々や⼦どもたちがスタッフとして主体的に参画することのできるレストラン 
・	料理教室に興味がある。教えてもらえる。	
・	市民会館で働いているが、こういう食堂があったらいいと思う。	

「⼦どものわくわく社会⾒学」：100 枚 
⼦どもや⼦連れの家族の気軽な施設利⽤を⽬指した、⼦どもを対象とした職業体験等のイベントの実施	
・	小さな子どもでも勉強になるし、いろいろな体験ができるし、素晴らしいと思う。必要性がある。 

・	子ども目線の取組がいいと思う。 

「苫⼩牧の味を守る会」：89 枚 
苫⼩牧のソウルフードを市⺠みんなで調理し、楽しみながら伝えていく市⺠団体	
・	料理教室で教えてくれるとよい。みんなで一緒に作れると嬉しい。家族にとって良
い。	

・	苫小牧独自の味があったらいいんじゃないか。	

「ソロデビューへの道」：86 枚 
⽂化・芸術活動を趣味で⾏う市⺠に講習会・個展・発表等の機会を提供するプログラム	
・	習い事をしていても、ホールの舞台に立てるような機会がないので、そういう機会は欲しい。	

＜参加者データ＞	

参加者数		 ：約６００名	

アンケート回答者	：	２３３名（	市内	２０８	 市外	２５	）	
※回答者のうち市内の２０８名を対象に集計・分析	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

＜当日の様子＞ 

	

開催日時 ： 平成 29 年 6 月 3 日(土) 10：30～18：30 

開催場所 ： イオンモール苫小牧 

         1 階ウエストコート内特設スペース 

実施内容 ：  

‧ 基本構想・基本計画、建設地に係る市の考え、市民
ホールが目指すサードプレイスについての説明パネ

ルの展示 

‧ 事業アイデアのパネル展示と来場者の気に入った事

業アイデアへのシール投票 

‧ 現市民会館周辺の模型展示 

‧ 来場者へのアンケート 

作ってほしいもの 回答者数 
飲食スペース 135 人 
図書コーナー 68 人 
遊び場 81 人 
談話スペース 39 人 

その他 14 人 
 - 集会スペース 5 人 
 - くつろぎの場 4 人 
 - 運動スペース 2 人 
 - オープンスペース 2 人 
 - 緑のスペース 1 人 

 

市民会館や文化会館の利用 市民ホール建設について 交通手段 

建設地について	

検討項目とともに、市の方針を説明しました。	

67％の方から、市の考えである現東小学校敷地に

賛成との意見が得られました。	

 

市民ホールに望むことについて	

飲食スペースや遊び場の意見が多く、その

他の意見としては集会スペースを望む意見

などが見られました。	

 

シールによる投票 来場者への説明 模型の展示 

(複数回答) 
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良いと思う

140人，67%

よくわからない

36人，17%

別の場所が良い

29人，14%

その他

1人，1%
無回答

2人，1%

よく利用する

22人，11%

たまに利用する

72人，35%

ほとんど利用しない

113人，54%

無回答

1人，0%

市の考えに対する意見 新しい市民ホールに作ってほしいもの 

egao 14 人 

イオン 5 人 

駅近く 3 人 

駅北口 2 人 

駅直結 1 人 

駅 1 人 

図書館 2 人 

西の方 1 人 

知っている

67人，32%

聞いたことはある

31人，15%

全く知らない

97人，47%

無回答

13人，6%

車

134人，62%
バス

25人，12%

自転車

11人，5%

徒歩

9人，4%

無回答

37人，17%

事業紹介展示（平成２９年６月３日開催）報告 

＜実施概要＞ 

＜事業アイデアへの関心＞ 

	 ワーキンググループ及び検討委員会での議論をもとに作成した６３の事業アイデアについて紹介すると

ともに、来場者の関心の傾向とその理由を把握しました。	

	 事業アイデアは「育てる」「集う」「知る」「関わる」「つなぐ」という５つのコンセプトに分けられ

ますが、関心の高かったアイデアはこのコンセプトの全体に渡っており、特に子どもと大人が共に楽しめ

る事業に関心が集まりました。また、「食」も文化であるという考え方に共感が得られました。	

	

関心の高かった事業アイデアと意見抜粋	

「⼿作り⾷堂in 市⺠プラザ」：134 枚 
地域の⽅々や⼦どもたちがスタッフとして主体的に参画することのできるレストラン 
・	料理教室に興味がある。教えてもらえる。	
・	市民会館で働いているが、こういう食堂があったらいいと思う。	

「⼦どものわくわく社会⾒学」：100 枚 
⼦どもや⼦連れの家族の気軽な施設利⽤を⽬指した、⼦どもを対象とした職業体験等のイベントの実施	
・	小さな子どもでも勉強になるし、いろいろな体験ができるし、素晴らしいと思う。必要性がある。 

・	子ども目線の取組がいいと思う。 

「苫⼩牧の味を守る会」：89 枚 
苫⼩牧のソウルフードを市⺠みんなで調理し、楽しみながら伝えていく市⺠団体	
・	料理教室で教えてくれるとよい。みんなで一緒に作れると嬉しい。家族にとって良
い。	

・	苫小牧独自の味があったらいいんじゃないか。	

「ソロデビューへの道」：86 枚 
⽂化・芸術活動を趣味で⾏う市⺠に講習会・個展・発表等の機会を提供するプログラム	
・	習い事をしていても、ホールの舞台に立てるような機会がないので、そういう機会は欲しい。	

＜参加者データ＞	

参加者数		 ：約６００名	

アンケート回答者	：	２３３名（	市内	２０８	 市外	２５	）	
※回答者のうち市内の２０８名を対象に集計・分析	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

＜当日の様子＞ 

	

開催日時 ： 平成 29 年 6 月 3 日(土) 10：30～18：30 

開催場所 ： イオンモール苫小牧 

         1 階ウエストコート内特設スペース 

実施内容 ：  

‧ 基本構想・基本計画、建設地に係る市の考え、市民
ホールが目指すサードプレイスについての説明パネ

ルの展示 

‧ 事業アイデアのパネル展示と来場者の気に入った事

業アイデアへのシール投票 

‧ 現市民会館周辺の模型展示 

‧ 来場者へのアンケート 

作ってほしいもの 回答者数 
飲食スペース 135 人 
図書コーナー 68 人 
遊び場 81 人 
談話スペース 39 人 

その他 14 人 
 - 集会スペース 5 人 
 - くつろぎの場 4 人 
 - 運動スペース 2 人 
 - オープンスペース 2 人 
 - 緑のスペース 1 人 

 

市民会館や文化会館の利用 市民ホール建設について 交通手段 

建設地について	

検討項目とともに、市の方針を説明しました。	

67％の方から、市の考えである現東小学校敷地に

賛成との意見が得られました。	

 

市民ホールに望むことについて	

飲食スペースや遊び場の意見が多く、その

他の意見としては集会スペースを望む意見

などが見られました。	

 

シールによる投票 来場者への説明 模型の展示 

作ってほしいもの

(複数回答) 

交通手段
(複数回答) 
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●新しい市民ホールに作ってほしいもの 

公開ワークショップ（平成２９年１０月２１日開催）報告 

＜実施概要＞ 

開催日時 ：

開催場所 ： 

実施内容 ： 

‧	
	

‧	 	

‧	 	

‧	 	

‧	 参加者へのアンケート	

＜参加者データ＞	

参加者数：	 23 名	
	
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

●参加者の感想 

・	こういう話し合いはあまり参加したことがなかったし、自ら意見を出すこともあまりなかった
から、参加してよかった。（10 代,女性）	

・	税を出す人が減っている中、自分以外の人がどれだけよく思うのか大事なんだって思いました。
（10 代,男性）	

・	中高生がたくさん参加していたことが印象に残りました。色々な世代の方が、求めているもの、
場所が違うことに難しさを感じました。（20 代,女性）	

	

	

	

 

＜ワークショップの概要＞ 
	

	 はじめに、これまでの検討経緯を紹介するとともに、市民ホールが目指すサードプレイスについて説明

がありました。次に、二部構成によるワークショップでは、３つのグループに分かれて議論を行いました。

第一部ではいくつかの事業アイデアを紹介し、そのアイデアの課題や発展性について話し合いました。第

二部では、具体的な事業アイデアを実施する際の諸室やその設備、雰囲気などについて議論しました。最

後に参加者が主体となって発表を行い、事業アイデアのイメージを共有しました。	
 

●各グループの議論内容 

	

	

	

	

●ワークショップ参加を通じて今後してみたいこと 

回答 人数 割合 

駐車場を広くしてほしい	 14 人	 61%	

子どもが遊べる空間が欲しい	 8 人	 35%	

カフェや軽食をとることができ
るスペースが欲しい	 18 人	 78%	

勉強や読書ができるスペースが
欲しい	 16 人	 70%	

その他	 3 人	 13%	

 

回答 人数 割合 

家族や知人にワークショップの
内容を伝える	 19 人	 83%	

市の HP にアクセスし、これまで
の検討内容を確認する	 4 人	 17%	

ワークショップで知った施設に
ついて調べてみる	 3 人	 13%	

特にない	 3 人	 13%	

その他	 0 人	 0%	

 (複数回答) (複数回答) 
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●新しい市民ホールに作ってほしいもの 

公開ワークショップ（平成２９年１０月２１日開催）報告 

＜実施概要＞ 

開催日時 ：

開催場所 ： 

実施内容 ： 

‧	
	

‧	 	

‧	 	

‧	 	

‧	 参加者へのアンケート	

＜参加者データ＞	

参加者数：	 23 名	
	
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

●参加者の感想 

・	こういう話し合いはあまり参加したことがなかったし、自ら意見を出すこともあまりなかった
から、参加してよかった。（10 代,女性）	

・	税を出す人が減っている中、自分以外の人がどれだけよく思うのか大事なんだって思いました。
（10 代,男性）	

・	中高生がたくさん参加していたことが印象に残りました。色々な世代の方が、求めているもの、
場所が違うことに難しさを感じました。（20 代,女性）	

	

	

	

 

＜ワークショップの概要＞ 
	

	 はじめに、これまでの検討経緯を紹介するとともに、市民ホールが目指すサードプレイスについて説明

がありました。次に、二部構成によるワークショップでは、３つのグループに分かれて議論を行いました。

第一部ではいくつかの事業アイデアを紹介し、そのアイデアの課題や発展性について話し合いました。第

二部では、具体的な事業アイデアを実施する際の諸室やその設備、雰囲気などについて議論しました。最

後に参加者が主体となって発表を行い、事業アイデアのイメージを共有しました。	
 

●各グループの議論内容 

	

	

	

	

●ワークショップ参加を通じて今後してみたいこと 

回答 人数 割合 

駐車場を広くしてほしい	 14 人	 61%	

子どもが遊べる空間が欲しい	 8 人	 35%	

カフェや軽食をとることができ
るスペースが欲しい	 18 人	 78%	

勉強や読書ができるスペースが
欲しい	 16 人	 70%	

その他	 3 人	 13%	

 

回答 人数 割合 

家族や知人にワークショップの
内容を伝える	 19 人	 83%	

市の HP にアクセスし、これまで
の検討内容を確認する	 4 人	 17%	

ワークショップで知った施設に
ついて調べてみる	 3 人	 13%	

特にない	 3 人	 13%	

その他	 0 人	 0%	

 (複数回答) (複数回答) 
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利⽤団体へのアンケート結果 

①	調査⽬的 

基本計画策定に向けて、現在の文化芸術活動の活動内容の実態及び市民文化系施設の利用

状況の把握を目的に、利用団体へのアンケートを実施しました。	

 

②	実施概要 

方法：苫小牧市文化団体協議会（文団協）に所属する167団体へ郵送及び文化会館を利用

するサークルに手渡し	

期間：平成28年6月1日〜平成28年6月23日

項目：活動内容・活動頻度・利用施設・利用人数・施設を利用する理由など	

回答：125団体	

 

③	回答団体の属性 

鑑賞 ①邦楽(舞踊・和楽器・⺠謡等) 23 

 ②楽器演奏(中⾼吹奏楽部・ブラスバンド部

等) 

22 

 ③合唱 16 

 ④演劇 2 

 ⼩計 63 

活動 ⑤ダンス(フラダンス・HIPHOP・バレエ等) 16 

 ⑥⽂芸(俳句・川柳・短歌・⽂学) 14 

 ⑦⼿芸・⼯芸(ステンドグラス等) 4 

 ⑧外国語(英会話・ロシア語・韓国語教室等) 3 

 ⑨ヨガ 2 

 ⑩その他(郷⼟⽂化研究会等) 6 

 ⼩計 45 

展⽰ ⑪茶道・華道 5 

 ⑫書道 4 

 ⑬陶芸 4 

 ⑭写真 3 

 ⑮絵画 1 

 ⼩計 17

合計  125 

 
 

①, 23

②, 22

③, 16

④, 2

⑤, 16

⑥, 14

⑦, 4
⑧, 3

⑨, 2
⑩, 6

⑪, 5 ⑫, 4

⑬, 4 ⑭, 3
⑮, 1

回答団体の属性 
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④	活動内容ごとの利⽤実態 
活動内容を発表会・展覧会、定期練習・定期活動、会議の3つに分類し、それぞれの利用

頻度、利用時間帯、利用諸室、利用人数を把握します。	

	

l 利用頻度
定期練習・定期活動は週1 回以上、月1 回以上の頻度で実施している団体が多い。一

方、発表会・展覧会は年に 1 回以上の頻度で実施する団体が多い。会議を行う団体は

少なく、その頻度は団体により異なる。

l 利用時間帯	
定期練習・定期活動は休日よりも平日行う団体が多い。一方、発表会・展覧会は平日

よりも休日に行う団体が多く、夜間以外の時間帯で行う。

l 利用諸室	
大規模なホール(501席以上のもの)に比べ、小規模のホール(500席以内のもの)の利用

が多い。定期練習・定期活動では会議室を利用する団体が多い。

l 利用人数	
全ての活動内容で0-25人の規模で活動する団体が多い。しかし、発表会・展覧会は演

者と鑑賞者が混在した回答となっているため、活動の規模の全容は把握できない。
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⑤	施設の利⽤状況 
団体が利用する施設を把握します。また、主な複合対象施設である市民会館・文化会館に

対し、利用の理由を把握するとともに、施設に対する意見をまとめます。	

	

l 団体が利用する施設
文化会館を利用する団体が多い。その次には、市民会館と文化交流センター(アイビ

ー・プラザ)が挙げられている。	

＜市民会館について＞

l 市民会館を利用する理由	
「利用に適した広さがある」と「これまで使ってきた施設だから」を利用の理由に挙

げる団体は半数以上存在する。

l 市民会館に対する主な意見	
利用料金の高さや設備に対する不満が挙げられた。また、スタッフの対応の良さを挙

げる団体もいる。

＜文化会館について＞	

l 文化会館を利用する理由	
「立地の良さ」「料金の安さ」「利用に適した広さ」「スタッフの対応の良さ」「これま

で使ってきた施設だから」を利用の理由に挙げる団体は半数程度存在する。また、他

の理由に比べて、「遅くまで開館している」を理由に挙げる団体の割合はやや少ない。	

l 文化会館に対する主な意見
駐車場の不足や予約の集中が挙げられた。また、設備や諸室に対する不満も挙げられ

た。	
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⑥	利⽤交通機関 
団体が利用する交通手段について把握します。	

	

l 利用交通手段	
自家用車を利用する団体は全体の90%程度を占める。また、その次にはバスが挙げられ

る。その他の交通手段は挙げられない。	

l 交通機関の利用内訳	
各交通手段の利用内訳を見ると、市民会館・文化会館共に自家用車が 50%程度を占め、

バスが市民会館では38.1%、文化会館では23.1%を占める。その他の交通手段の利用割

合は低い。	

 
 



（仮称）苫小牧市民ホール建設基本計画

平成 30 年 3月
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